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歴史家のトーマス・フラーが言ったように、「井戸が乾くまで、水の価値を知ることは決してない」のです。 地球の気温上昇の危険性についてのこの本の作成にあたって私に与えてくれた支援について、同僚、家族、友人に感謝したいと思います。彼らの助け、アドバイス、励ましがなければ、気候変動の影響について社会の意識を高めるために私が非常に重要だと考えるこの仕事を完了することはできなかったでしょう。本書が、私たちの環境の保全と次世代の未来にプラスの貢献となることを願っています。

概要

コペルニクス気候変動局は、2024年はこの記録を上回り、平均気温は1.66°Cに達すると予測しています。 この驚くべき増加は、温室効果ガスの排出、森林伐採、そして海と大気の温度を上昇させたエルニーニョ現象によって引き起こされる気候変動の合流によるものです。この研究は、最も汚染度の高い国々における化石燃料への依存度に関する書誌的ドキュメンタリー分析から始まりました。中国、米国、インド、ロシア、日本は、それぞれ90%、90%、100%、95%、90%が石炭、石油、天然ガスに依存していることがわかりました。その後、過去5年間の森林伐採率を調査し、南米で5,000万ヘクタール、アフリカで3,000万ヘクタール、アジアで2,500万ヘクタール、北米で500万ヘクタールが森林伐採されたことに注目しました。全球平均温度変化変数を分析する際には、データの正規性を検証するためにShapiro-Wilk検定を適用しました。分布が正規分布から逸脱していることは明らかでした。年々の線形回帰予測モデルを使用すると、気温は2030年までに2.07°Cまで上昇し続けると予測されています。この研究により、過去60年間で、CO2を支えるための大気容量の5倍以上が20万メガトン増加していることがわかりました。 この温暖化の環境への影響は深刻です。冬の気温は氷点下になり、夏は非常に暑くなり、熱帯地域のエルニーニョ現象と同時に、年の初めに風の冷え込みが50°Cを超える可能性があります。これらの状況は、約3億5,000万人の健康に深刻な影響を及ぼし、安全な飲料水へのアクセスを失い、極端な暑さや冬の霜にさらされ、海面上昇にさらされることになります。温室効果ガスの排出を削減し、森林を保護し、気候変動の影響を緩和するために、緊急の行動をとることが重要です。そうでなければ、私たちは人間の健康と地球に深刻な結果をもたらす未来に直面します。
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一.  紹介

世界気象機関(WMO)のデータによると、2023年は観測史上最も暑い年でした。世界の平均気温は産業革命前より1.5°C高く、前年比で0.2°C上昇しました。この増加は、主に温室効果ガスの排出、エルニーニョ現象、北極の氷域面積の減少の複合的な影響によるものです。これらの異常気象は、生物多様性、食料安全保障、人間の健康、持続可能な開発に深刻な影響を及ぼしました。この記事では、2023 年の地球温暖化の原因と影響、およびその影響を軽減するための可能な解決策を分析します (WMO、2024 年)。

この研究は、地球上の気温の上昇という現在の問題を提起しています。研究を実施するために従う方法論に関連するすべてのことが説明されており、それは惑星の温度の歴史的挙動の記述的および比較タイプの分析的研究であり、35年間のデータベースの情報はEPDATAによって提供されるデータを通じて取得されます。 NASA、WMO、AQUAE財団は2024年に設立されます。前年との比較が行われ、最小二乗モデルを使用して、2023年から2030年までの地球上の気温上昇の統計的予測を行います。最小二乗法は、残差 (実数値と直線によって推定された値との差) を最小化する線形回帰直線を計算するために使用されます。その理論的根拠と、この方法で回帰係数を計算する方法がレビューされます。

理論的枠組みでは、地球の気温の摂氏度の増加に関連する近年の国際的、国内的、および地域的な背景からなる研究の背景が見つかります。これに続いて、データの記述的および推論的な統計分析を通じて、地球温暖化の環境問題に関する定義、概念、および次元の全体的な理論的基礎に取り組みます。

最後に、これらの35年間の摂氏度の増加の挙動の結果と特徴付けが提供され、最終的にこのタイプの研究の基礎として機能するために必要な推奨事項を結論付けて提供します。

第I章 問題の記述

一.  ​問題の説明


彼は、問題提起は研究プロジェクトの初期構造であり、問題の詳細な説明から始まり、開発される計画目標を画定する質問で終わると述べています(Bauce G.、2007)。


二.一  ​問題の説明



コペルニクス気候変動サービスによると、2023年は記録が始まって以来、観測史上最も暑い年となりました。世界の平均気温は1.48°Cで、2016年の過去を0.17°C上回りました。この増加は、温室効果ガスの排出による気候変動と、海洋や大気の温度を上昇させるエルニーニョ現象が重なったことによるものです。2023年は、世界のさまざまな地域で極端な熱波、干ばつ、火災、洪水、暴風雨が発生し、地球温暖化の深刻な影響を証明しました。科学者たちは、パリ協定(WMO、2024年)で合意されたように、化石燃料の排出量を削減し、気温上昇を1.5°Cに抑えることが急務であると警告しています。
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